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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月30日(2008.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体生成物（２）の計量分を分配するための流体ディスペンサー（１）であって：該デ
ィスペンサーは、
　（ａ）前記流体生成物を収容するための収納チャンバー（５７）と；
　（ｂ）前記ディスペンサーから分配可能な前記流体生成物が通過する分配用出口（２７
）と；
　（ｃ）該分配用出口を介して分配される前記流体生成物の計量分を提供するようにした
計量チャンバー（７３）であって、前記計量分の提供が前記計量チャンバーを収縮状態（
図２Ａ）と、拡張状態（図２Ｄ）との間で移動させることによりなされ、該計量チャンバ
ーの収縮状態から拡張状態への動きにより、前記計量チャンバーと前記収納チャンバーと
を流体的に連通させ、前記計量チャンバーが、計量分と余剰分とからなる前記流体生成物
の過剰量を、前記収納チャンバーから受入れ可能にした計量チャンバーと；
　（ｄ）前記流体生成物の余剰分を前記計量チャンバーから放出させるようにしたブリー
ド機構（５５ａ、５５ｂ）と；
　を具備してなり；
　（ｅ）前記計量チャンバーが、境界壁部（２８、４３）により画成され；
　（ｆ）出口孔（３３）が前記境界壁部に設けられ、それを介して前記流体生成物の計量
分が前記計量チャンバーから前記分配用出口へ移送可能となっており；
　（ｇ）前記収納チャンバー、前記計量チャンバーおよび前記出口孔がディスペンサー内
で直列に配列されている；
　ことを特徴とするディスペンサー。
【請求項２】
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　前記計量チャンバーの境界壁部が前記ディスペンサー内に移動自在に装着された第１の
部分を有し、それにより前記計量チャンバーを拡張状態と収縮状態との間で移動可能にし
た請求項１記載のディスペンサー。
【請求項３】
　前記計量チャンバーと前記収納チャンバーとを流体的に連通させる少なくとも１つの移
送孔が境界壁部に設けられ、前記計量チャンバーが拡張状態と収縮状態との間で移動する
ことにより、少なくとも１つの移送孔が選択的に開口、閉塞される請求項１又は２記載の
ディスペンサー。
【請求項４】
　前記移送孔が前記第１の部分に存在する請求項２又は３記載のディスペンサー。
【請求項５】
　前記移送孔が、前記計量チャンバーがその拡張状態と収縮状態との間の中間状態にある
ときに閉塞される請求項３又は４記載のディスペンサー。
【請求項６】
　前記中間状態にあるときに、該計量チャンバーが前記計量分に相当する、又は実質的に
前記計量分に相当する容積を有している請求項５記載のディスペンサー。
【請求項７】
　前記移送孔は、前記計量チャンバーが中間状態と収縮状態との間を移動したとき閉塞さ
れ、その中間状態と拡張状態との間を移動したとき開口される請求項５又は６記載のディ
スペンサー。
【請求項８】
　前記境界壁部が第２の部分を有し、前記第１の部分がディスペンサー内で該第２の部分
に対して相対的に移動することにより前記計量チャンバーがその拡張状態と、収縮状態と
の間を移動可能となっている請求項１から７のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項９】
　前記第２の部分がディスペンサー内において固定されている請求項８記載のディスペン
サー。
【請求項１０】
　前記第２の部分が、使用時に、前記移送孔を選択的に開口ないし閉塞させるようになっ
ている請求項３～７又は８又は９のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１１】
　前記計量チャンバーの境界壁部の第２の部分に出口孔が設けられている請求項８から１
０のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１２】
　前記計量チャンバーの境界壁部の第１の部分および前記収納チャンバーが、前記ディス
ペンサー内に移動自在に装着された容器ユニットにより提供されている請求項２又は請求
項２に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項１３】
　前記容器ユニットが、使用時に、前記計量チャンバーへの充填および前記計量チャンバ
ーからの内容物排出のためのポンプ機構として動作するようになっている請求項１２記載
のディスペンサー。
【請求項１４】
　前記計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きにより前記計量チャンバーと前記
収納チャンバーとの間に圧力差を生じさせ、それにより流体生成物の過剰量が前記計量チ
ャンバー内に導入される請求項１から１３のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１５】
　前記計量チャンバーの前記拡張状態から前記収縮状態への動きにより前記流体生成物の
計量分を前記計量チャンバーから汲出す請求項１から１４のいずれかに記載のディスペン
サー。
【請求項１６】
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　前記計量チャンバーが、その異なる状態間を繰返し移動自在となっていて、それにより
流体生成物の計量分を繰返し分配可能にした請求項１から１５のいずれかに記載のディス
ペンサー。
【請求項１７】
　更に弁機構を有し、該弁機構が使用時において、前記ブリード機構が前記流体生成物の
余剰分を前記計量チャンバーから放出させるまで、分配用出口を閉塞状態に維持するよう
になっている請求項１から１６のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項１８】
　前記弁機構が、前記計量チャンバーが収縮状態に移動するとき前記分配用出口を開口さ
せるようになっており、前記収縮状態が達成されたとき前記分配用出口を再び閉塞させる
ようになっている請求項１７記載のディスペンサー。
【請求項１９】
　出口孔に弁機構を更に有し、該弁機構が流体生成物の計量分のみを前記分配用出口に移
送させるようになっている請求項１から１６のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項２０】
　前記弁機構が、前記ブリード機構が前記流体生成物の余剰分をそこから放出させたのち
に前記計量チャンバーが収縮状態に移動するとき以外は前記出口孔を閉塞するよう構成さ
れている請求項１９記載のディスペンサー。
【請求項２１】
　前記弁機構が逆止め弁機構である請求項１７から２０のいずれかに記載のディスペンサ
ー。
【請求項２２】
　前記分配用出口がディスペンサーのノズル内にある請求項１から２１のいずれかに記載
のディスペンサー。
【請求項２３】
　前記ノズルが吸い口又は鼻用ノズルとして構成されている請求項２２記載のディスペン
サー。
【請求項２４】
　前記ブリード機構が、使用時において、前記計量チャンバー内の前記流体生成物の余剰
分を前記収納チャンバーに放出させるようになっている請求項１から２３のいずれかに記
載のディスペンサー。
【請求項２５】
　前記ブリード機構が、使用時において、前記流体生成物の余剰分を移送孔を介して前記
収納チャンバーに放出させるようになっている請求項３に従属する場合の請求項２４記載
のディスペンサー。
【請求項２６】
　前記収納チャンバーが、前記計量チャンバーに移送された過剰量の流体に応じて拡張状
態から収縮状態に移動するようになっている請求項１から２５のいずれかに記載のディス
ペンサー。
【請求項２７】
　前記収納チャンバーが、そこに逆流した余剰分に応じて拡張状態に復帰するようになっ
ている請求項２４又は２５に従属する場合の請求項２６記載のディスペンサー。
【請求項２８】
　前記収納チャンバーが、
　（ｉ）前記計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きにより前記計量チャンバー
に移送された過剰量の流体に応じて、拡張状態から収縮状態へ移動し、
　（ｉｉ）前記計量チャンバーの拡張状態から収縮状態への動きにより前記収納チャンバ
ーに逆流した前記余剰分の流体に応じて、拡張状態に復帰するようになっており；
　前記弁機構が、前記収納チャンバーをその拡張状態に戻すのに要する圧力よりも大きい
開口圧閾値を有し、それにより該弁機構が流体生成物の余剰分を放出させる間において閉
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じたままの状態に維持されるようにした請求項１７から２１のいずれかに従属する場合の
請求項２５記載のディスペンサー。
【請求項２９】
　使用時において、前記流体生成物の過剰量を前記計量チャンバーに移送する前の収納チ
ャンバーの拡張状態の容積が、前記余剰分の収納チャンバーへの再循環後の拡張状態の容
積よりも大きくなっている請求項２７又は２８記載のディスペンサー。
【請求項３０】
　前記収納チャンバーが、前記計量チャンバーの拡張状態と収縮状態との間の動きにより
生じた圧力により、拡張状態と収縮状態との間で移動するようになっている請求項２６か
ら２９のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項３１】
　前記収納チャンバーが、第１の部分と、第２の部分とを有する境界壁を有し、これら部
分が相互との関係で移動自在になっていて、該収納チャンバーを拡張状態又は収縮状態に
させる請求項２６から３０のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項３２】
　前記移送孔が収納チャンバーの境界壁の前記第１の部分内に設けられ、前記収納チャン
バーの境界壁の前記第２の部分が該移送孔から離間している請求項３に従属する場合の請
求項３１記載のディスペンサー。
【請求項３３】
　使用時において、前記収納チャンバーの境界壁の前記第２の部分の前記移送孔からの離
間の大きさが前記計量チャンバーの拡張状態と収縮状態との間の各サイクルの動きの後に
減少するようになっている請求項３２記載のディスペンサー。
【請求項３４】
　前記収納チャンバーの境界壁の前記第２の部分が、該収納チャンバーの境界壁の前記第
１の部分上に摺動自在に装着されている請求項３１から３３のいずれかに記載のディスペ
ンサー。
【請求項３５】
　前記収納チャンバーの境界壁の前記第２の部分が、該収納チャンバーの境界壁の前記第
１の部分上に気密的に摺動自在に装着されている該収納チャンバーの末端壁部を表してい
る請求項３４記載のディスペンサー。
【請求項３６】
　前記収納チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、前記計量チャンバーの境界壁の前記
第１の部分を含むものである請求項２に従属する場合の請求項３１から３５のいずれかに
記載のディスペンサー。
【請求項３７】
　前記容器ユニットが、ディスペンサー内において並進可能に設けられている請求項１２
又は請求項１２に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項３８】
　軸を有し、該軸に沿って前記収納チャンバーおよび前記計量チャンバーが配置されてい
る請求項１から３７のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項３９】
　前記軸上に移動自在に前記容器ユニットが装着されている請求項３７又は３８記載のデ
ィスペンサー。
【請求項４０】
　前記軸上に前記出口孔が配置されている請求項３８又は３９記載のディスペンサー。
【請求項４１】
　前記軸上に前記分配用出口が配置されている請求項３８、３９又は４０記載のディスペ
ンサー。
【請求項４２】
　前記出口孔および前記分配用出口がディスペンサーの軸方向通路の対向端部に設けられ
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ている請求項４１記載のディスペンサー。
【請求項４３】
　前記ノズルが、前記収納チャンバー、前記計量チャンバーおよび前記出口孔と、直列構
造で設けられている請求項２２又は請求項２２に従属するいずれかの請求項に記載のディ
スペンサー。
【請求項４４】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が前記計量チャンバーの境界壁の前記第
２の部分上に摺動自在に設けられている請求項２又は請求項２に従属するいずれかの請求
項に記載のディスペンサー。
【請求項４５】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が前記計量チャンバーの境界壁の前記第
２の部分上に気密的に摺動自在に設けられている請求項８に従属する場合の請求項４４記
載のディスペンサー。
【請求項４６】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、前記計量チャンバーの軸方向に配向
された側の少なくとも一部を表している請求項３８から４２、又は４４又は４５のいずれ
かに記載のディスペンサー。
【請求項４７】
　前記移送孔が前記計量チャンバーの軸方向に配向された側に設けられている請求項３に
従属する場合の請求項４６記載のディスペンサー。
【請求項４８】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、前記計量チャンバーの可動末端壁を
表している請求項２又は請求項２に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項４９】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、略Ｕ字形をなしている請求項２又は
請求項２に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項５０】
　前記計量チャンバーの末端壁がＵ字形の基部により表され、該計量チャンバーの側壁が
Ｕ字形のリムにより表されている請求項４６、４８又は４９記載のディスペンサー。
【請求項５１】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第２の部分が、軸方向に配向した面を有する構造に
より表され、該軸方向配向面上に前記計量チャンバーの側面が摺動自在に装着されている
請求項８に従属する場合の請求項４６、４７又は５０記載のディスペンサー。
【請求項５２】
　前記構造の軸方向配向面が外側表面である請求項５１記載のディスペンサー。
【請求項５３】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第２の部分が前記計量チャンバーの末端壁を表して
いる請求項８又は請求項８に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項５４】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第２の部分が略Ｕ字形の構造により表されている請
求項８又は請求項８に従属するいずれかの請求項に記載のディスペンサー。
【請求項５５】
　前記Ｕ字形構造の基部が前記計量チャンバーの末端壁面を表し、該Ｕ字形構造のリムが
軸方向配向面を表している請求項７に従属する場合の請求項５１、５２、５３又は５４記
載のディスペンサー。
【請求項５６】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、前記容器ユニットの外側表面内にお
いて雌型窪みにより形成されている請求項１２又は請求項１２に従属するいずれかの請求
項に記載のディスペンサー。
【請求項５７】
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　前記計量チャンバーの境界壁の前記第２の部分が、雄型突起として形成され、該突起が
前記雌型窪み内に挿入される請求項８に従属する場合の請求項５６記載のディスペンサー
。
【請求項５８】
　前記窪みが前記収納チャンバー内に延出している請求項５６又は５７記載のディスペン
サー。
【請求項５９】
　前記窪みが前記収納チャンバーにより囲まれている請求項５８記載のディスペンサー。
【請求項６０】
　前記計量チャンバーが前記収納チャンバーの少なくとも一部により囲まれている請求項
１から５９のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項６１】
　前記収納チャンバーの少なくとも一部が前記計量チャンバーと同軸に配置されている請
求項６０記載のディスペンサー。
【請求項６２】
　前記計量チャンバーがその収縮状態にあるとき、前記計量チャンバーの容積がゼロ又は
実質的にゼロである請求項１から６１のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項６３】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１および第２の部分が収縮状態において当接する
請求項８に従属する場合の請求項６２記載のディスペンサー。
【請求項６４】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１および第２の部分が相補的形状をなしている請
求項６３記載のディスペンサー。
【請求項６５】
　前記第１および第２の部分が収縮状態において入れ子式に重なる請求項６３又は６４記
載のディスペンサー。
【請求項６６】
　前記計量チャンバーの境界壁の前記第１の部分が、該計量チャンバーの収縮状態におい
て出口孔を閉塞させる請求項２又は請求項２に従属するいずれかの請求項に記載のディス
ペンサー。
【請求項６７】
　手持ち式のものである請求項１から６６のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項６８】
　前記計量チャンバーのその異なる状態間の動きを駆動するための手動操作可能な駆動機
構を有する請求項１から６７のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項６９】
　前記駆動機構が手動により係合可能な駆動部材を有し、前記容器ユニットを移動させる
べく前記駆動部材が容器ユニットに操作自在に結合し、それにより前記計量チャンバーが
その異なる状態間のサイクルを完了させる請求項１２に従属する場合の請求項６８記載の
ディスペンサー。
【請求項７０】
　前記駆動機構が手動により係合可能な駆動部材を有し、該駆動部材がディスペンサー上
に移動自在に装着され、該駆動部材の動きが前記計量チャンバーの異なる状態間の動きの
完結したサイクルを生じさせる請求項６８記載のディスペンサー。
【請求項７１】
　前記駆動部材の単一方向への動きが前記計量チャンバーの異なる状態間の動きの完結し
たサイクルを生じさせるようになっている請求項６９又は７０記載のディスペンサー。
【請求項７２】
　前記単一方向がディスペンサーとの関係で内側である請求項７１記載のディスペンサー
。
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【請求項７３】
　前記駆動部材が外側方向に付勢されている請求項７２記載のディスペンサー。
【請求項７４】
　前記駆動部材がトリガー部材である請求項６９から７３のいずれかに記載のディスペン
サー。
【請求項７５】
　前記駆動部材がディスペンサー上に枢着されている請求項６９から７４のいずれかに記
載のディスペンサー。
【請求項７６】
　前記分配用出口がディスペンサーの上端に位置し、前記駆動部材がディスペンサーの側
面に装着されている請求項６９から７５のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項７７】
　前記駆動部材が、その下端に枢支点を有する請求項７５又は７６記載のディスペンサー
。
【請求項７８】
　前記計量チャンバーが収縮状態にある静止状態を有する請求項１から７７のいずれかに
記載のディスペンサー。
【請求項７９】
　静止状態において、前記容器ユニットがディスペンサー内における静止位置に配置され
、前記駆動機構は容器ユニットが１つのサイクルを通過して移動するようになっており、
このサイクルは静止位置で開始され、かつ、終了し、更にプライミング位置を通過し、こ
の位置で前記計量チャンバーが該駆動機構の動作により拡張状態をとるようになっている
請求項１２に従属する場合の請求項６８又は７８記載のディスペンサー。
【請求項８０】
　前記駆動機構が容器ユニットを静止位置へと付勢する請求項７９記載のディスペンサー
。
【請求項８１】
　前記収納チャンバー内に流体生成物を収容してなる請求項１から８０のいずれかに記載
のディスペンサー。
【請求項８２】
　前記流体生成物が液体、粘性製品、粉体、気体から選択されるものである請求項８１記
載のディスペンサー。
【請求項８３】
　前記流体生成物が薬剤である請求項８１又は８２記載のディスペンサー。
【請求項８４】
　前記流体生成物が保存剤無添加のものである請求項８１、８２又は８３記載のディスペ
ンサー。
【請求項８５】
　前記ブリード機構が、前記計量チャンバーの拡張状態から収縮状態への動きにより、流
体生成物の余剰分を該計量チャンバーから放出させるようになっている請求項１から８４
のいずれかに記載のディスペンサー。
【請求項８６】
　前記計量チャンバーが入口孔を有し、該入口孔を介して該計量チャンバーおよび前記収
納チャンバーが互いに流体的に連通するようになっており、更に、入口弁機構が設けられ
ており、該入口弁機構が前記入口孔と連動して前記入口孔を選択的に開口および閉塞させ
るようになっており、前記計量チャンバーがその収縮状態から拡張状態に移動したとき前
記入口弁機構が前記入口孔を開口させるようになっている請求項１から８５のいずれかに
記載のディスペンサー。
【請求項８７】
　前記入口弁機構が逆止め弁である請求項８６記載のディスペンサー。
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【請求項８８】
　前記圧力差により、前記入口弁機構が前記入口孔を開口させるようになっている請求項
１４に従属する場合の請求項８６又は８７記載のディスペンサー。
【請求項８９】
　前記入口弁機構が付勢機構を有し、それにより該入口弁機構を付勢して前記入口孔を閉
塞させる請求項８６、８７又は８８記載のディスペンサー。
【請求項９０】
　前記入口弁機構が、前記計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きの初期段階に
おいて、前記入口孔を開口させるようになっている請求項８６から８９のいずれかに記載
のディスペンサー。
【請求項９１】
　前記計量チャンバーの収縮状態から拡張状態への動きによる前記入口孔の開口時におい
て、開口した前記入口孔が、前記流体生成物が前記収納チャンバーから前記計量チャンバ
ーへ導入される唯一の流路であるようになっている請求項８６から９０のいずれかに記載
のディスペンサー。
【請求項９２】
　前記分配用出口がユニットの分配用出口であり、使用時に、該分配用出口を介して流体
生成物の計量分を外部環境に分配する請求項１から９１のいずれかに記載のディスペンサ
ーを有する分配ユニット。
【請求項９３】
　前記分配用出口がユニットの内部出口であり、使用時に、該内部出口を介して流体生成
物の計量分を該ユニット内に分配する請求項１から９１のいずれかに記載のディスペンサ
ーを有する装置ユニット。
【請求項９４】
　更に、前記装置ユニットの周りの外部環境に開口する分配用出口と、前記内部出口を介
して分配された前記流体生成物を前記分配用出口を介して外部環境に搬送する手段とを具
備してなる請求項９３記載の装置ユニット。
【請求項９５】
　前記搬送手段が前記流体生成物の状態を変化させる請求項９４記載の装置ユニット。
【請求項９６】
　前記搬送手段が振動素子を有し、前記ディスペンサーにより分配された液体をエアゾー
ル化するようにした請求項９４又は９５記載の装置ユニット。
【請求項９７】
　前記振動素子が圧電素子である請求項９６記載の装置ユニット。
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